
日
、
日
本
共
産
党
鶴

20
岡
市
議
団
は
、
岡
山
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
視

察
し
ま
し
た
。

施
設
で
は
、
最
終
処
分

廃
棄
物
と
雨
水
が
接
触
し

有
害
物
質
が
溶
出
す
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
に
工
程
が

設
け
ら
れ
、
硫
酸
、
苛
性

ソ
ー
ダ
な
ど
に
よ
る
浸
出

水
処
理
、
沈
殿
物
の
処
理

な
ど
の
作
業
工
程
や
、
水

質
の
状
態
を
確
認
し
浸
出

水
を
河
川
に
放
流
す
る
工

程
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

岡
山
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
は
、
平
成
９
年
に

建
設
に
さ
れ
て
か
ら

年
21

が
経
過
し
、
昨
年
３
月
時

点
埋
め
立
て
比
率
が

％
87

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
視
察
に
は
菅
井

巌
、
坂
本
昌
栄
、
長
谷
川

剛
、
山
田
守
各
市
議
が
参

加
し
ま
し
た
。
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鶴
岡
民
主
商
工
会
（
菅

原
健
一
会
長
）
の
第

回
58

定
期
総
会
が

日
、
鶴
岡

22

第
四
コ
ミ
セ
ン
で
開
か
れ

ま
し
た
。

鶴
岡
民
商
は
、
来
年
10

月
に
予
定
さ
れ
る
消
費
税

％
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

10・
軽
減
税
率
に
つ
い
て
、

学
習
会
を
呼
び
か
け
、
問

題
を
明
ら
か
に
し
て
増
税

阻
止
の
運
動
を
広
げ
て
き

ま
し
た
。

中
小
業
者
の
切
実
な
要

求
運
動
に
取
り
組
み
、
地

域
経
済
振
興
施
策
を
自
治

体
へ
働
き
か
け
て
き
ま
し

た
。総

会
で
は
、
「
平
和
で

こ
そ
商
売
繁
盛
」
と
、「
戦

争
す
る
国
づ
く
り
、
憲
法

改
悪
、
消
費
税
増
税
を
企

て
る
安
倍
政
権
は
退
陣
せ

よ
」
と
の
特
別
決
議
を
採

択
し
、
新
役
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

総
会
で
は
関
と
お
る
県

議
が
共
産
党
地
区
委
員
会

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
加
藤
鉱
一
市
議
が

来
賓
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

関とおる県議が挨拶

岡山最終処分場

２
０
１
８
年
７
月

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区
委
員
会

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団

食
の
あ
り
方
、

年
以
上

30

経
っ
た
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
に
向
け
検
討
の
時
期
で

も
あ
る
」
と
挨
拶
。

運
営
状
況
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
「
郷
土
食
、

地
場
産
地
の
採
用
を
図
り

日
本
型
食
事
を
中
心
に
栄

養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た

給
食
提
供
に
努
め
て
い

る
。
」「
櫛
引
・
朝
日
・
温

海
・
羽
黒
地
域
で
は
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
児
童
に
応
じ

た

給

食

提

供

を

始

め

た
。
」、
委
員
か
ら
は
「
家

庭
の
食
生
活
が
乱
れ
て
い

る
中
で
あ
え
て
特
色
あ
る

地
域
の
献
立
を
給
食
で
取

り
組
む
べ
き
」
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

山
田
守
・
長
谷
川
剛
・

坂
本
昌
栄
市
議
が
傍
聴
し

ま
し
た
。

鶴
岡
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
が

日
18

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
教
育
長
は

「
今
年
度
か
ら
第
三
子
以

降
の
給
食
費
無
償
化
へ
向

け
申
請
の
手
続
き
中
で
あ

る
。
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
都

市
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
給

平
成

年
度
鶴
岡
市
教

30

育
会
議
が

日
開
か
れ
ま

20

し
た
。
こ
の
会
議
は
、
市

長
と
教
育
委
員
会
で
構
成

さ
れ
、
教
育
大
綱
策
定
、

教
育
重
点
施
策
等
の
協
議

・
調
整
な
ど
を
行
い
ま

す
。皆

川
市
長
に
な
っ
て
か

ら
初
め
て
の
会
議
で
す

が
、
市
長
は
「
本
市
は
、

学
校
あ
わ
せ
て
自
然
環

境
、
多
様
性
に
富
ん
だ
ま

ち
で
あ
り
、
地
域
、
集
落

に
育
て
て
も
ら
っ
た
」
と

自
身
の
生
い
立
ち
に
も
触

れ
な
が
ら
、
「
学
校
環
境

づ
く
り
が
重
要
だ
。
事
務

負
担
の
軽
減
を
は
じ
め
働

き
化
改
革
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

学
校
給
食
の
第
３
子
無
償

化
に
関
し
て
、
「
制
度
の

定
着
を
み
て
更
な
る
軽
減

の
有
効
性
を
検
討
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

教
育
委
員
か
ら
は
、「
小

学
校
の
普
通
教
室
の
室
温

を
測
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ

℃
あ
っ
た
。

33
（
２
面
に
つ
づ
く
）



「
憲
法
を
く
ら
し
に
い

か
す
地
方
自
治
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
第

回
自
治

60

体
学
校
ｉ
ｎ
福
岡
が

日
21

～

日
の
日
程
で
開
催
さ

23
れ
、
日
本
共
産
党
市
議
団

か
ら
私
（
菅
井
巌
）
、
坂

本
昌
栄
、
長
谷
川
剛
の
３

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

生
活
保
護
の
権
利
性
高

め
る
必
要
が
あ
る

１
日
目
は
第
１
部
で
は

「
子
ど
も
の
貧
困
」
「
生

活
保
護
」
な
ど
４
つ
の
テ

ー
マ
で
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が

行
わ
れ
、
北
九
州
市
職
員

労
働
組
合
の
懸
谷
ひ
ろ
み

調
理
員
部
会
長
が
、
学
校

給
食
か
ら
見
た
貧
困
の
実

態
に
つ
い
て
報
告
、
全
国

で
進
む
無
償
化
の
動
き
や

中
学
校
給
食
未
実
施
の
課

題
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

元
世
田
谷
区
職
員
で
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
経
験
の
あ

る
田
川
英
信
氏
は
、
国
際

機
関
の
調
査
か
ら
国
民
の

中
に
貧
困
や
生
活
苦
を
個

人
責
任
と
捉
え
、
国
や
自

治
体
に
よ
る
救
済
の
必
要

が
な
い
と
い
う
考
え
が
あ

る
事
に
ふ
れ
、
「
社
会
保

障
を
国
民
の
権
利
と
し
て

認
識
し
な
い
国
民
意
識
を

生
み
出
し
て
い
る
の
で
な

い
か
」
と
訴
え
、
隣
国
の

韓
国
で
進
む
生
活
保
障
法

制
度
の
改
善
例
を
あ
げ
、

生
活
保
護
の
権
利
性
を
高

め
る
必
要
が
あ
る
と
訴
え

ま
し
た
。

次
世
代
に
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
な
日
本
を
引
き
継
い

で
い
い
の
か

第
２
部
で
は
、
岡
山
県

真
庭
市
の
太
田
昇
市
長
と

九
州
大
学
名
誉
教
授
の
石

川
捷
治
氏
が
特
別
対
談
が

行
わ
れ
、
森
林
資
源
な
ど

地
域
資
源
を
活
用
し
地
域

内
経
済
循
環
政
策
を
推
進

し
て
い
る
真
庭
市
政
の
取

り
組
み
の
原
点
に
つ
い

て
、
京
都
府
職
員
か
ら
副

知
事
ま
で
務
め
、
そ
の
任

を
辞
職
し
て
故
郷
の
市
長

に
な
っ
た
太
田
氏
の
自
治

体
づ
く
り
の
哲
学
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
「
次
世
代
に

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
日
本
を

こ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い

い
の
か
と
い
う
考
え
。
都

市
計
画
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
ゆ
と
り
が
必
要
。
地

域
の
自
営
業
、
も
の
づ
く

り
・
人
づ
く
り
を
大
切
に

し
、
農
山
村
で
元
気
に
く

ら
す
事
が
出
来
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
」

と
し
、
「
主
権
者
で
あ
る

市
民
が
地
方
自
治
を
考

え
、
自
立
し
た
意
識
を
も

っ
て
自
分
の
頭
で
考
え
、

対
話
に
よ
っ
て
進
め
る
こ

と
が
重
要
」
と
、
地
方
自

治
の
在
り
方
を
示
唆
し
ま

し
た
。

憲
法

条
違
反
の
政
策

25

が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
解

決
策
話
し
合
い

２
日
目
は
、
「
介
護
保

険
制
度
」「
子
育
て
政
策
」

「
地
域
交
通
」
「
地
域
循

環
型
経
済
」
「
水
道
法
改

正
」
な
ど

の
分
科
会
・

12

講
座
、
３
つ
の
現
地
分
科

会
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
関
心
あ
る
テ
ー
マ
に
参

加
。私

は
伊
藤
周
平
氏
（
鹿

児
島
大
学
教
授
）
が
講
師

を
務
め
た
「
生
存
権
を
生

か
す
社
会
保
障
を
再
構
築

す
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
座
に
参
加
し
、
社
会
保

障
の
改
悪
・
削
減
が
及
ぼ

す
影
響
と
、
国
民
の
生
存

権
侵
害
と
憲
法

条
違
反

25

の
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い

る
事
を
再
確
認
し
、
高
す

ぎ
る
国
保
税
の
滞
納
・
差

し
押
さ
え
問
題
、
生
活
保

護
問
題
な
ど
、
全
国
か
ら

の
参
加
者
に
よ
る
事
例
報

告
や
、
課
題
解
決
の
取
組

み
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。ナ

イ
タ
ー
企
画
「
わ
た

し
の
ま
ち
、
あ
な
た
の
ま

ち
の
生
活
保
護
を
考
え
て

み
よ
う
」
で
は
、
生
活
保

護
制
度
改
正
に
よ
る
ク
ー

ラ
ー
設
置
や
進
学
準
備
給

付
金
の
制
度
内
容
、
生
活

保
護
て
び
き
見
直
し
の
考

え
方
な
ど
が
報
告
さ
れ
、

山
形
市
か
ら
参
加
し
た
阿

曽
隆
市
議
が
、
申
請
か
ら

利
用
開
始
ま
で
の
期
間

を
、
制
度
規
定
通
り
の
２

週
間
以
内
に
改
善
さ
せ
た

取
組
を
報
告
し
ま
し
た
。

国
民
主
権
の
実
現
に
不

断
の
努
力
が
重
要

３
日
目
は
「
く
ら
し
の

現
場
で
国
民
主
権
を
ま
も

ろ
う
」
と
題
し
て
、
馬
奈

木
昭
雄
弁
護
士
に
よ
る
特

別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。馬

奈
木
氏
は
国
民
主
権

を
実
現
す
る
た
め
に
、
憲

法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
と

お
り
国
民
が
不
断
の
努
力

を
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

語
り
、
こ
の
間
取
組
ん
で

き
た
「
川
辺
川
ダ
ム
建
設

事
業
問
題
」
「
諫
早
湾
干

拓
事
業
問
題
」
「
産
業
廃

棄
物
処
分
場
問
題
」
な
ど

を
例
に
あ
げ
、
地
域
住
民

が
声
を
あ
げ
た
時
に
、
地

方
自
治
の
本
旨
「
地
域
の

こ
と
は
地
域
で
決
め
る
」

「
住
民
の
合
意
形
成
の
在

り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
」

と
し
た
話
を
聞
き
、
つ
く

づ
く
鶴
岡
市
で
の
前
榎
本

市
政
で
の
新
文
化
会
館
問

題
や
、
三
川
町
と
の
ご
み

処
分
場
を
巡
る
騒
動
と
大

荒
へ
の
ご
み
最
終
処
分
場

候
補
地
選
定
問
題
な
ど
を

回
想
し
、
地
方
自
治
（
民

主
主
義
）
の
根
幹
が
問
わ

れ
る
問
題
へ
の
我
々
の
闘

い
に
つ
い
て
も
確
信
を
し

ま
し
た
。

【
寄
稿
】

自
治
体
学
校
に
参
加
し
て

菅
井

巌

教育委員会社会教育課入札結果（ ）内は予定価格
7月19日入札分

・史跡松ケ岡開墾場（4番蚕室）保存修理工事（入札11業者）
笠原建設工業(株) 16,600,000円（16,980,000円）

工期～11/22（落札率97.76％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月19日入札分

・市羽黒体育館トイレ改修工事（入札8業者うち1業者無効）
羽黒設備(株) 2,100,000円（2,220,000円）工期～10/5（落札率94.59％）
・斎コミュニティ防災センター大ホール照明器具LED化工事（入札5業
者うち2業者辞退）
エヌエス電工(株) 2,250,000円（2,300,000円）工期～9/7（落札率97.83％）
・京田コミュニティ防災センター大ホール照明器具LED化工事（入札17
業者うち1業者無効、3業者辞退）
日栄産業(有) 2,900,000円（3,000,000円）工期～9/7（落札率96.67％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月19日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設102号ほか路面復旧工事（羽
黒町後田地内ほか）（入札7業者）
鶴岡建設(株) 63,500,000円（64,701,000円）工期～11/30（落札率98.14％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月20日入札分

・藤沢地内径100粍配水管移設工事（藤沢地内）（入札2業者うち1業者
辞退）
加藤建設管工(株) 2,280,000円（2,350,000円）工期～9/14（落札率97.02％）

不
登
校
へ
の
支
援
と
し

て
早
期
発
見
、
治
療
の
態

勢
、
支
援
員
の
充
実
を
訴

え
る
委
員
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、
「
少
子
化
や
学

力
低
下
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
に
も
中
高
一
貫
校

の
創
設
を
」
と
求
め
る
委

員
も
い
ま
し
た
。

山
田
守
、
坂
本
昌
栄
、

長
谷
川
剛
市
議
が
傍
聴
参

加
し
ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

市
内
の
学
校
で
は
、
扇
風

機
は
全
校
に
設
置
さ
れ
て

い
る
が
各
教
室
に
は
１
台

し
か
な
い
。
た
だ
暑
い
室

温
を
回
し
て
い
る
だ
け
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
山
形
県
は
、
エ
ア
コ
ン

の
設
置
が

・
４
％
、
鶴

17

岡
市
は
０
％
で
あ
り
熱
中

症
対
策
が
急
務
で
あ
る
」

と
教
育
環
境
の
充
実
を
求

め
ま
し
た
。


